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は じ め に

崎山毅氏は、その著『蟷螂の斧』で「奈良時代に金・銀にも劣らない宝物と

して珍重された珊瑚や鼈甲の宝庫は、八重山の石西礁湖（ ㌶）で我が国213.5
せきせいしょうこ

最大の珊瑚礁の海であった。北東に流れる黒潮本流、南西の流れる二大海流に

挟まれ回遊魚の鮪や海亀にとっては 最初の大陸棚である 推古天皇 年( )、 。 24 616
から 年ものあいだに珊瑚や鼈甲を持って大和朝廷に出入りした南島人（日111
本書紀巻 ）は、珊瑚や鼈甲のおかげで大財閥となって帰化したのであろう」21
と述べている。

古代中国の貨幣（子安貝）の産地であった先島。紀元前５世紀から３世紀に

流通した明刀銭が我が国で発見されたのは沖縄だけである。

７世紀から９世紀にかけて流通した唐代の貨幣（開元通宝）も、景徳鎮の名

でよばれる 世紀（宋時代）の青磁などが八重山でさかんに発掘されている10
のも地理的特性だと考えられる。

平安中期頃から採りもの（銭引・銭棒・銭采など）を使用する田楽おどりの
と じんびき じんぼう じん ざい

芸能（ササラ銭太鼓など）が八重山に伝承されている。

民俗芸能としての獅子舞や棒踊りにしても、安南（ベトナム）から学び伝わ

ったという横笛や太鼓の奏法、ミクロネシアのヤップ島の棒踊りと石垣島の新

川の棒踊りが、よく似ていると指摘された田邊尚雄氏の南風の島棒に、東南ア

ジア・中国・日本・朝鮮との中継貿易で莫大な富を築いた琉球王国の繁栄が彷

彿されます。

近世の琉球王国は中国と江戸幕府との交易が重要で、江戸上りや冊封使歓待

のための行事は必要経費であり、国営による芸能文化も生み出された。

平成 年( ）４月から平成 年の３月までの２ヶ年間、廖真珮女史か13 2001 15
ら難しい中国横笛の特殊技法などを学んだが、横笛以外の御座楽の楽器も指導

しておられた女史の勧めで御座楽復元研究会の一員になった。おかげさまで東

京での研修会で坂田進一氏秘蔵の明笛や沖縄県立博物館所蔵の津和野笛。明治

年沖縄県より購入・竹製漆塗（両端に黒檀を嵌装）とある東京国立博物館17
所蔵の半笙（沖縄の横笛）に出会うことができ、 年前の寛政 年( )江200 10 1798
戸上りで実際に使用された徳川美術館の横笛にも触れることが出来た。

、 『 』廖真珮女史が台湾にお帰りになる時 台湾商務印書館・発行の 中国音楽史

楽譜編・楽器編の２冊と国立故宮博物院の『清史楽志之研究』という貴重書、

その他楽譜を数冊戴いた。琉球横笛の親国である中国横笛との関係はどうなっ

ているのか。廖真珮女史から戴いた貴重な文献の中から横笛に関すところを抜

き出して解読すべく悪戦苦闘しているところである。

願わくは、琉球横笛のルーツや特質、特に古典音楽の音階や音律などに関わ

る指使いなどが参考になれば幸いである。


